







































建 物 :6階建 延面積 4212m'
1階 962m', 2階 840m2
3階 729m2, 4階 729m2
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図3 動物実験施設の空調低風量化システム
第二に考えた省エネは､実験者の多い昼間と実験
者の少ない夜間の換気量を変えることである｡ その
ために､当施設の動物用大型空調機2台と排風機に
はインバーターを､さらにBS用空調機にはダンパー
による自動制御方式を設備し､昼夜の風量を変えて
いる｡ ちなみに現在は､インバーター制御では
8:01-18:00の間は室内を1時間7回換気 (フア
ン付ラック内換気は50回/時､フアン無しラックは
18-24回)､18:01-8:00は3.5回換気 (フアン付
同50回/時､フアン無し同10-12回)で行っている
が､夜間の温度は1℃､湿度は数%上昇する程度で
あり､大学で行う一般の実験に影響するほどのもの
ではないと考えている｡これにより総換気量は通常
のほぼ半分以下となる｡
第三に試みたことは､排気脱臭にオゾンを採用し
たことである｡ 当施設がキャンパスの中央に位置し
ていることから､排気の脱臭をどうするかは当初か
らの課題であった｡種々検討した結果､オゾン脱臭
が最も効果が期待でき､かつ長期的にみれば経費も
安いと考えられた｡この方法は､6階の集合排気ダ
クト内にオゾン噴射用のパイプを組み込み､オゾン
発生機 (オゾン発生能力35g/h)から連続的にオゾ
ンを噴射させる仕組みで､噴射部から排風機までの
ダクト内でオゾンと排気を混合させることによって
その間に排気の臭気成分を分解させる､というもの
である｡ 余剰のオゾンは排風機内のオゾン分解フイ
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ルターで完全に分解させることによって公害を防止
している (実際には余剰のオゾンが出ることはまず
ないと思われる)｡ 当初は､動物飼育数がそれほど
多くないので無風時に時々オゾンを噴射する程度で
済み､飼育数が増加すれば連続運転することになる
であろうと考えていた｡しかし､実際には学内で行
事がある時にはオゾン脱臭を行っているが､通常は
使用しなくても周囲に迷惑をかけるほどの臭気はな
いので幸いしている｡かりに､臭気が予想以上に多
い場合は､オゾン発生機の増設も可能である｡この
ようにオゾン脱臭については､私の実験結果から充
分な効果が期待できると確信している｡ 特に通常の
脱臭装置用フィルターの産業廃棄物化は社会的な問
題となっていることから､今後はこのような施設に
組み込める安価で､効果的なオゾン脱臭装置の開発
が望まれる｡
おわりに
以上､当施設の概要を紹介した｡上記の方法によ
る空調運転を約7年間続けてきたが､当初期待した
通りの効果を挙げている､と私は思っている｡ この
ような発想に至ったについては､建築計画に約10年
間を要した間に先行大学の施設を見学させていただ
き､多くの先生がたに今までの貴重な成功例､ある
いは失敗例､そして懇切丁寧なご指導をいただいた
こと､さらに国際学会等に出席した際に近くの大学
や研究所の施設を視察する機会があったこと等によ
るものである｡ この場をお借りしてご指導いただき
ました諸先生方に深く感謝申し上げます｡
しかし､今想い返すと､昨今の生命科学研究の急
速な進展に対応､少なくとも10年後を見通した建物
を設計､建設することの難しさを痛感している｡ 建
設当初は現状より少しでも良い環境で動物を飼育す
ることが第-の目的であり､10年後のことを考える
余裕はなかった｡というよりは､そのようなことを
発想 ･発案しても､それに理解を示してくれるよう
な状況でなかった､と言った方が当たっているかも
知れない｡今後10年間はTG関係の動物が益々増える
であろうが､その後はどうなるのか｡建物は50年間
は保つであろうが､機能的な維持ができるだろう
か､等々頭をよぎるが､その時は又その時で後続の
方が上手に対応していくだろうと､今は気楽に考え
ている｡
潤筆にあたり､岡山実験動物研究会報に当施設を
紹介する機会をいただきまして､会長先生を初め関
係各位の方々に心より御礼を申し上げます｡
